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保育を学ぶ学生におけるソーシャルワーク面接による
親支援に対する認識
松 山 郁 夫
Recognition of the Support to Parents by the Social Work Interviews
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Promax 回転後の因子パターンは表 2の通りであった。回転前の 3因子で15項目の全分散を説明する割合
は53.29％であった。なお、これら15項目について、Kaiser-Meyer-Olkinの標本妥当性の測度は0.79で
あった。また、Bartlettの球面性検定では有意性が認められた（近似カイ 2乗値 543.84 p＜.01）。
各因子の Cronbachのα係数を求めたところ、第 1因子に関してはα＝0.79、第 2因子に関してはα＝
0.76、第 3因子に関してはα＝0.72、全項目に関してはα＝0.83との値を示したことから、各因子別に見
ても、全体としても、内的一貫性を有すると判断された。












因子別の平均値は、第 1因子3.92（SD 0.61）、第 2因子3.93（SD 0.53）、第 3因子4.09（SD 0.64）で
あった。各因子間の平均値について対応がある場合の一元配置分散分析を行った結果、 3因子の平均値間
には有意差が認められた（表 3）。さらに、各因子の平均値に対して多重比較を行った結果、第 1因子と

































質問項目 第 1因子 第 2因子 第 3因子
第 1因子「適応に困難さがある子供の親を支える対応」
11．更衣ができない子供の親を支えること .878 .134 .116
10．偏食のある子供の親を支えること .754 .167 .090
17．問題行動が目立つ子供の親を支えること .593 .057 .009
9．お友達の中に入れない子供の親を支えること .580 .003 .050
22．母子分離不安が強い子供の親を支えること .412 .193 .126
第 2因子「子育てができる条件を整える対応」
16．家族関係がよくなるように支援をすること .255 .679 .100
14．子育てをする親の気持ちに寄り添うこと .130 .614 .066
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15．人間関係に悩みを持つ親を支えること .340 .528 .048
19．子育てに悩む家庭の状況を把握すること .015 .497 .022
3．親の悩みを傾聴すること .173 .489 .195
2．親との信頼関係をつくること .152 .483 .043
第 3因子「不安のある親を支える対応」
5．障害のある子供を持つ親を支えること .010 .065 .748
6．園に行きたがらない子供の親を支えること .310 .078 .628
4．孤立している親を支えること .090 .287 .556
ｎ=112
表 4．ソーシャルワークの面接による支援の有効性に関する質問項目における多重比較による各因子の平均値の差
第 2因子 第 3因子





区 分 平方和 自由度 平均平方 F値
余暇支援 2.083 2 1.042 4.801*
被調査者 69.828 111
誤 差 48.164 222 .217
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